
第 2節 地喝 土地利周を考慮した鼻薬地域区分

補 節 花井裁培および酪盛の歴史と現状
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本論で中心は地形区分と統計を利用した盛業地域区分である｡この2つの作業を通 しち この地

域の地域性をとらえることを目的とした｡わずか2つの町が詳かく盛菜地域区分ができたの晦 こ

の地域が海岸地帯から山間地背までの鼻薬を含んでいるからであるdすをわち地形の単位がこまか

く,繋温の地域亀 地形の地域差がそれぞれ微妙に異をb,それに交通の便利も 歴史等が加わD,I
かくも種々を作物が親培され家畜が飼養されている｡恵まれた白地条鴨 京浜に近いという地理的

有利性によってはやくから商品作目が導入竜れそれが各藁家にゆきわたっているという点では西日

本的農薬地域であるといえる｡地理的位置は房総半島の南東端にあD,都市の影響も直接には及ん

でこ夜い｡ 日本の一般の地方と同様に都市に人口が流出L,人口の液少がみられるが,盛業に於て

喝 主賓労働力が残って卦D,兼業に出る場合もこの地域内で働いている｡,明海 大屯 昭和と時

を経て徐々に変化し先進的な盛業地帯と凌つたが現在においては停滞的であD近郷農村のような急

敵を変化がないのもこの地域が半島の先端近くに位置L.都市とある程度隔離しているからである｡

黒部川扇状地の地理学的考察

一黒部川右岸地域に関 して-

鍛 冶 良 子

調査地域鴨 富山県の東部に位置L,水稲単作地欝とをつている｡鯨亀であること,良美に興味

を持っていたことによD,本地域を選んだのであるカも 調査鴫 噂に農菜に関 しち 他の地域との

比鞄 本地城での相違と最近の変化を捕えることを目的とした｡ --

由一章-C,泊 然･人文両面から 地域を概説L, 第二章ち 空中等卑 地形図･ポー.)γタによ

少分類 した地形についての細鞄 第三牽Tq 本地域の農薬を土地利用と経営面から考察 L,第四章

でまとめとした｡

本地形払 大きく高位台適 ･低位台地 ･現扇状地の3つに分けられる｡台地はいずれも,か夜b

開析書れた隆起扇状地であるが,高庇の高い面穐 傾斜が急である｡ 高位台地で鴫 第三紀層を不
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整合にあお う碑層の上略 火山灰層が認められるが, この火山灰層鴫 高位台地のみにある｡ 低位

台地の中雪 濠も広い舟見野面 (Ⅱ面)鴫 西側を侵蝕崖によb限 られている｡そ し{>北 に傾斜

して 窪田付近で,.硯扇状地下に没す亀 現扇状地のうち 空中写真の判読によD,明色部を旧河道

として分類 した｡ ポー7)ンクの絵馬 旧河道で犠 周囲 よ少も,表土が非常に薄 (をっている｡

以上の地形と土地利用の問に鴫 集落立地上の関係がみられるカ～ 農業土地利用からは特に目立

った関係が認められ夜い.高位台地に畑が多いカ～_他の地形面で犠 農地馬 ほとんど全部が水田

化されている.

最近10年間の田の牙囲形態をみると,二毛作田の滅少が著 しいカも これはVyゲ栽培 面積

の減少によるものである｡

換金作物としては,水稲以外もち チ1-1) y 7.,薬たばt,すいか等があるが,現在のところ,

あせb重要ではなho従って,典型的夜水稲単作地帯と怒っている｡

経営規模鴫 他の単作地帯に比して少なく遇業所得も多いとはいえない｡そのため,昔から-･農

閑期の出稜の多い地域であった8

-為 農業技術の改良 ･進歩によち 農業生産性の向上が,農業所得の増大をもたらL,多少の

資本瀞酎 王行われて,農機具 (特に耕恵厩に関して取 1)扱ったo )が導入されるように怒った｡導

入の仕方は,共有から個人所有-と変化L,今日では非常に高い普及率を示 している｡ しかL, こ

れは充分を資本の瀞駅によるものではなし～ 農機具の導入によって生じた牛馬の汲少を補Vb 余剰

労働力を消化するため,D乳用牛その他の家畜の導入梅 本地域では顕著では恋い｡

以上述べた条件の下で, しか も農村への貨幣経済の湯透に影尊されT,兼業化は急速に進められ

てきた.最近では兼業農家峯は非常に高 くをっているヶ しかLsその内容鴫 季節出現 日'勘 堀

も多く,.変化がみられ夜い｡これ鴫 本地域の地域性 (近くに労働力の消費地が少いととd･機械化

盲れたとはいえ農繁期に労働力需要が集中する水稲単作地帯であること)を反映 している｡

本地域鴫 資喝 位匠に恵せれ弟.工業の発展は望め凌いであろうO

硯毎 水稲を主体 とL,農作業の省力化 チュ-1) 'プと家畜の導入をおbこんだ段差構造改巷

計画が実施されているカ～ どのようを成果を示すか興味深いところである｡

中津原及び津川段丘地域の地理学的考察

川 島 明 子

調査地攻略 神奈川県の中央よbやや北西の,平地が関東山地へ移行するところに位置 L,行政

il鈴
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